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公民館を、地域の幅広い世代の市民が集う憩いの場とし、利便性向上のためデジタル技術

を活用してスマート化する「スマート公民館」のモデル事業を行います。 

 

■ モデル事業の実施場所  

・ 西那須野公民館 

 

■ シェアスペース（憩いの場）の設置 

・ 旧図書スペースを活用し、誰でも自由に利用できるシェアスペースを設置 

・ 地域学校協働本部事業と連携し、西那須野中学校の生徒のアイデアも活用 

 

 

 

 
 

中学生のアイデア出し                  シェアスペースイメージ図 

■ 飲食物の提供 

障害福祉サービス事業所による「あおぞら和カフェ」を出店 

（１２月１２日、１６日、１７日、１８日のみ） 

■ オンライン予約システムの導入 

施設の予約が、来館せず「いつでも」「どこでも」「気軽に」オンラインで可能に 

■ スマートロックの導入 

会議室などのカギを暗証番号で開けることができ、カギの受け渡しが不要に 

■ デジタル機器の導入 

オンラインカメラ、ディスプレイ、書画カメラの導入でオンライン配信が可能に 

■ スケジュール 

・令和４年１２月１２日(月) 運用開始 

・令和４年１２月１７日(土) 健康講演会（オンライン配信） 

・令和５年 ３月 事業効果検証 

 
 １２月１２日（月）午後３時から４時まで、西那須野公民館に西那須野中学校の生徒を招

き、お披露目会を実施します。 
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那須塩原市「スマート公民館」モデル事業の実施について 



那須塩原市スマート公民館構築モデル事業の実施について

公民館を有効活用した地域づくりに向けて

『西那須野公民館において実証実験を実施』

〇オンライン予約システムを導入します。
〇公民館の各種扉にスマートロックを設置

し、貸館の際の鍵の受け渡しを不要とし
ます。

〇公民館に設置されているWi-Fiを
活用して、オンラインでの講演
会等の配信をします。

①シェアスペース設置
②飲食物の提供

▶ 紙媒体等で実施している貸館方法を「いつ
でも」「どこでも」「気軽に」借りれる施設
とし、事務の効率化も図りたい。

▶ 貸し出されていない施設の有効活用をした
い。

▶ 公民館を幅広い年代の市民が集う
「交流の場」及び「高齢者の居場所づく
り」、「学生などの学習スペース」等の
「人」が 集まる施設としたい。

▶ デジタル化社会にむけた公民館を
構築したい。

〇旧図書スペースを活用し、誰でも
自由に利用できるシェアスペース
を設置します。

〇あおぞら和カフェを臨時出店します。

③オンライン予約システムの導入
④スマートロックの導入

⑤オンラインカメラ、ディス
プレイ、書画カメラの導入
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